
就業構造基本調査からみる中濃圏域 H29.10.1実施

就業構造基本調査は、全国から抽出した世帯の15歳以上の世帯員を対象に実施しており、結

果の数値は、実際の対象となった世帯の調査に基づき、調査の範囲となる人口全体について算
出しています。

統計表の数値は、総数に分類不能・不詳等の数値を含むため、また、表章単位未満の位で四
捨五入しているため、総数と内訳の合計が必ずしも一致しません。

統計表が美濃加茂市の単位で公表されていませんので、中濃圏域として集計されたデータを使
用しています。

中濃圏域・・・関市、美濃市、美濃加茂市、可児市、郡上市
坂祝町、富加町、川辺町、七宗町、八百津町、白川町、東白川村、御嵩町

有業者の比較

就業状態 15歳以上人口
(千人）

有業者
（千人）

無業者
（千人）

有業率
(%)

中濃圏域総数 320.0 196.6 123.3 61.4

男 154.6 108.5 46.2 70.2

女 165.3 88.1 77.2 53.3

岐 阜 県 1,749.0 1,059.3 689.7 60.6

男 839.7 584.4 255.3 69.6

女 909.3 474.9 434.4 52.2

全 国 110,976.7 66,213.0 44,763.7 59.7

男 53,542.9 37,074.1 16,468.8 69.2

女 57,433.9 29,138.9 28,294.9 50.7

中濃圏域の有業率を見ると、女性の有業者率が、全国より高いことがわかります。
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岐阜県の男女別有業者数の推移をみていくと、男女ともにH９年にピークを迎え徐々に減少して
いることがわかります。

岐阜県の男女別有業者数の推移

岐阜県の男女別有業率の推移
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有業率の推移で見ると、男性は年々減少傾向、女性はH１４年以降微増傾向にあることがわかり
ます。



中濃圏域の男女、年齢別有業率
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有業率について、男女別、年齢別に見ると、男性は２５歳から６０歳までの各年齢階級でほぼ９０％の台
形を示しています。
女性は３０歳から３４歳を底とするM字型カーブを示しています。

これは結婚や出産を機に、いったん仕事をやめ、数年後にまた復帰するという就労パターンを示していま
す。

また、女性の有業率を配偶関係別に比較すると、曲線の形状が、若い年齢層で大きく異なっていることが
わかります。このことから、M字型カーブは、特に若い年代の有配偶者の就業率の低さの影響が大きくなっ
ていることがわかります。

(%)

中濃圏域の男女別離職理由の割合
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 離職理由を、男女別にみると男性は「定年」が最も多く、次いで「労働条件が悪い」となっていますが、
外側の女性は「出産・育児・介護など」と「労働条件が悪い」が多くを占めています。
女性は男性に比べ、家族関係、生活環境の変化による離職が多いことがわかります。



年齢層 総数
（人）

無業者

総 数 （就業状態） （就業希望）

無業者比
率(%)

うち家事をし
ている者（人）

就業希望者
（人）

就業希望者
比率(%)

求職者
比率(%)

15～24歳 15,700 8,800 55.9 400 900 10.2 5.6

25～34歳 18,100 4,600 25.3 4,200 3,500 77.3 31.4

35～44歳 22,000 4,200 19.0 3,900 2,900 69.0 23.5

45～54歳 22,000 3,200 14.5 2,600 1,500 48.1 18.9

55～64歳 24,500 7,300 29.6 6,600 1,300 18.1 6.7

65歳以上 63,100 49,200 78.1 32,600 2,800 5.7 0.9

中濃圏域の女性の年齢層別就業希望状況

M字型の底である２５歳から３４歳の女性の無業者の多くは、家事を主にしていますが、そのうちの７
割以上の方は、仕事に就きたいと考えています。

しかし、そのうち３割の人しか、求職活動をしておらず、就業意欲がありながら、就業を控えていると
いうことがわかります。

また、２５～３４歳の就業を希望している女性の世帯構成の内訳をみると、子どもがいる世帯が、８割
を超えていることがわかります。
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２５～３４歳の就業希望の女性の世帯構成



中濃圏域の転居理由別割合
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男女別に転居理由を見てみると、男性は「本人の仕事」のために転居した割合が高いですが、女性
は「家族の仕事」、「結婚」などの理由が男性に比べて多く、離職理由と同様、家庭環境の変化による
転居が多いことがわかります。

中濃圏域の女性の雇用形態
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女性の雇用形態を正規・非正規で見ると、３５歳からの層を境に、正規、非正規の割合が逆転していま
す。

（人）
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中濃圏域の女性の雇用形態別、育児休業等制度の種類別雇用者割合

女性の雇用者の育児休業等制度の種類別雇用者の割合を見てみると、内側の正規職員は半数
以上が何らかの制度を利用していますが、外側の非正規職員は８割近い方が、制度の利用がない
ことがわかります。

非正規

中濃圏域の有業女性の育児制度利用について
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仕事をしている女性を年代別に見てみると、どの年代層も育児をしていない人の割合が高いことが
わかります。
また、３０～３９歳の年代で、育児をしながら働いている女性の割合が高くなっています。

育児休業等制度・・・育児休業、短時間勤務、子の看護休暇などをいいます。

（人）



総数（人） うち妻が有業者（人） 妻が有業者の世帯の
割合（％）

夫婦のみの世帯 33,000 14,000 42.4

夫婦と親から成る世帯 6,000 4,000 66.7

夫婦と子どもから成る
世帯

37,400 25,000 66.8

夫婦、子どもと親から
成る世帯

8,900 7,000 78.7

世帯の家族類型ごとに妻の有業者数をみてみると、「夫婦、子どもと親から成る世帯」で、有業者の
割合が高くなっています。
また下の円グラフを見ると、末子の就学を機会に仕事を始める方が増えていることがわかります。
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1 2 3

18.6%

27.1%
54.3%

夫婦、子供と親から成る世帯のうち妻が有業者の場合の末子の年

齢

1 2 3

家族類型ごとの妻の有業者数



所 得 正規の職員・従業員(%) 非正規の職員・従業員(%)

性 別 男 女 男 女

１００万円未満 0.6 5.4 26.3 44.3

１００～１９９ 4.2 18.1 32.9 42.3

２００～２９９ 15.5 40.1 25.9 11.5

３００～３９９ 25.7 20.1 9.2 1.3

４００～４９９ 19.4 8.0 1.8 0.4

５００～５９９ 14.7 3.8 0.8 －

６００～６９９ 7.9 2.9 1.3 －

７００～７９９ 5.1 1.3 － －

８００～８９９ 2.7 ― － －

９００～９９９ 1.5 ― ― 0.2

１０００万円以上 1.3 － 0.8 －

雇用形態、男女別所得別有業者

雇用形態で所得階級別の割合を見ると、「正規の職員・従業員」では男性は３００～３９９万円が最も高く、女
性は２００～２９９万円となっています。

「非正規の職員・従業員」では、男性は１００～１９９万円、女性は１００万円未満が最も高く、半数近くを占め
ています。
下の円グラフは世帯の収入を表していますが、こちらは１００～１９９万円が最も高い割合となっています。

資料：総務省「就業構造基本調査」
編集：美濃加茂市経営企画部市政情報課
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